
使　　用　　方　　法

パスバッテリー取扱説明書
適　応　機　種

New PAS（PZ26SD／PZ24SD）
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ご使用前に、車両本体付属の取扱説明書をよくお読みいただきご理解の上、ご使用ください。

ご　　使　　用　　の　　前　　　に

バッテリーを車両本体より取り外して充電をする場合

zバッテリーを車両本体より取り外します。

x充電器の電源プラグを家庭用のコンセント（100V）に差し込みます。

c充電器の充電プラグをバッテリーの充電コネクターに差し込みます。

8 充電器を電源（家庭用100Vコンセント）とバッテリーに接続すると、自動的に充電を行ないます。

8 充電が完了すると充電器の電源は自動的に切れます。

要　　点

v充電が完了したら充電器の充電プラグをバッテリーのコネクター部および電源プラグを家庭用のコンセントから抜きます。

bバッテリーを車両本体に組み付けます。

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷に至る可能性が想定される場合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい取扱方法や、作業上のポイントを示してあります。要　　点

はじめに
Aお 客 様へ

お買い上げ誠にありがとうございます。
本書にはPASバッテリーの正しい取扱方法と注意事項について説明してあります。性能を十分発揮し、安全にお使いいただくため
に、本書をよくお読みいただきますようお願い申し上げます。
本書は、PASの取扱説明書および本品の取付に際して取り外した部品と一緒に保管してください。PASを譲られるときは、この説
明書もお渡しください。

A販売店様へ

本製品の商品説明および取り扱い上の注意点を、お客様に充分ご説明いただくようお願い申し上げます。
本書および本品の取付に際して取り外した部品は、必ずお客様にお渡しください。

本書では正しい取り扱いに関する事項を下記のシンボルマークで表示しています。
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バッテリーを車両本体に取り付けたまま充電をする場合

zメインスイッチを“OFF”にして、充電コネクター部のカバーを開けます。

x充電器を接続します。（バッテリーを車両本体より取り外して充電する場合を参照）
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充電中にペダル（クランク）を回したり、PASを移動したりしないでください。充電器のコードがペダル（クランク）などに絡まっ
て損傷することがあります。

c充電が完了したら充電器の充電プラグをバッテリーのコネクター部および電源プラグを家庭用のコンセントから抜きます。

vバッテリーの充電コネクター部カバーを確実に閉めます。

バッテリーのやさしい使い方（永くお使いいただくためのポイント）

8 充電器に水がかかったり、ほこりが溜らないようにしてください。

8 充電をしていない時は、充電器の電源プラグをコンセントから抜いておいてください。

要　　点

バ　ッ　テ　リ　ー　の　特　性　と　上　手　な　使　い　方

9 バッテリーは暑さ、寒さが苦手です。走行直後の充電、炎天下やストーブのそばなど熱い場所での充電は避けてください。充電時

間が長くなったり、電池の寿命が短くなります。

9 バッテリーは、使用していなくても自然に放電します。バッテリーを長持ちさせるために、長期間乗らない場合は、バッテリーが

空の状態で保管されますことをお薦めします。使用される前日に充電してご使用ください。

9 定期的にリフレッシュ充電を行なってください。

9 自動（オート）リフレッシュ充電のバッテリーをご使用の場合は、続けてリフレッシュ充電解除を行なわないでください。（解除し

たリフレッシュ充電は、次回に繰り越されます。）

リフレッシュ充電を複数回行なっても走行距離が回復しない場合は、バッテリーの寿命と考えられます。

要　　点
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バッテリーを使用する上での留意点

qメモリー効果

バッテリー容量が見かけ上減少し、走行距離が短くなる現象です。この現象は、リフレッシュ充電によって回復します。

w冬季の性能低下

約10℃以下の環境では、バッテリー出力容量が減少（走行距離が短くなる）しますが、気温が上昇してくると回復します。

e夏期（バッテリー温度の高い時）の取り扱い

バッテリーは、高温環境下が苦手で、特に充電時に影響が大きくなります。外気温度が約38℃程度で充電を行なうと充電不足とな

り、走行距離が短くなる場合があります。走行直後の充電は避け、バッテリーを充分に冷ました後、充電を行なってください。

r長期保管

バッテリーは保管の時も高温が苦手です。長期の保管をされる場合は、直射日光の当たらない涼しい場所で保管してください。ま

た、充電した状態での長期保管は、バッテリー内部へ悪影響を与えますので、使い切った状態で保管するようにしてください。


